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特集　27年度施政方針の要旨

　

２
月
26
日
（
木
）、
27
年
第
１

回
議
会
定
例
会
が
開
会
さ
れ
、
冒

頭
、
黒
田
市
長
が
新
年
度
に
臨
む

施
政
方
針
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

安
心
・
安
全
な
ま
ち
と
活
力
あ

る
ま
ち
の
実
現
を
推
進
す
る
た
め

の
、
施
政
方
針
要
旨
を
お
伝
え
し

ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

秘
書
・
政
策
企
画

課
（
℡  ８
９
２
・
０
１
２
１
）

　

国
内
の
景
気
状
況
は
、
昨
年
４

月
の
消
費
税
率
引
き
上
げ
後
、
消

費
の
足
踏
み
状
態
か
ら
緩
や
か
な

回
復
基
調
と
な
り
、
政
府
が
講
じ

て
き
た
経
済
政
策
も
一
定
の
効
果

が
感
じ
取
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
こ
う
し
た
効
果
が
、
国

民
一
人
ひ
と
り
の
実
感
と
し
て
、

感
じ
取
れ
る
ま
で
に
至
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
経
済
活
動
の
活

性
化
は
、
中
・
長
期
的
に
見
る

と
、
将
来
人
口
の
目
標
値
（
人
口

フ
レ
ー
ム
）
を
あ
る
一
定
に
維
持

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
現
状
と

将
来
の
姿
に
つ
い
て
正
確
な
情
報

を
提
供
し
、
認
識
を
共
有
し
た
上

で
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る

と
い
う
困
難
な
課
題
を
解
決
す
る

た
め
、
政
府
は
国
と
地
方
自
治
体

が
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
む
こ
と

が
、
何
よ
り
も
重
要
で
あ
る
と
し

創意工夫で
元気なまち
交野を

て
い
ま
す
。

　

我
々
、
基
礎
自
治
体
を
取
り
巻

く
環
境
は
、
人
口
減
少
問
題
、
公

共
施
設
の
老
朽
化
対
策
を
は
じ

め
、課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

特
に
公
共
施
設
に
関
し
て
は
、
こ

れ
ま
で
人
口
増
に
対
す
る
施
設
整

備
に
取
り
組
ん
で
き
た
だ
け
に
、

人
口
減
少
社
会
に
転
じ
た
今
、
施

設
機
能
を
集
約
し
、
必
要
に
応
じ

て
施
設
の
統
廃
合
を
行
う
な
ど
、

時
代
に
合
っ
た
有
効
活
用
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
特
有
の
課
題
と
し

て
、
第
二
京
阪
道
路
の
〝
沿
道
ま

ち
づ
く
り
〞
と
い
う
大
き
な
課
題

が
あ
り
、
第
二
京
阪
道
路
と
い
う

社
会
資
本
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
改
め
て
検
証
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
課
題
に
対
応
し
て

い
く
た
め
に
は
、
５
年
・
10
年
後

を
見
据
え
た
行
財
政
運
営
を
考

え
、
安
心
・
安
全
な
ま
ち
の
実
現

と
活
力
あ
る
ま
ち
、
住
ん
で
良

か
っ
た
と
思
え
る
ま
ち
の
実
現
を

目
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

27
年
度
予
算
に
お
き
ま
し
て

は
、
市
税
収
入
や
地
方
交
付
税
が

26
年
度
に
比
べ
て
減
少
す
る
と
い

う
見
通
し
の
中
、
新
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
の
整
備
や
新
ご
み
処
理
施

一般会計 244億 8,500 万 7千円
国民健康保険特別会計 98億 2,865 万 7千円
下水道事業特別会計 19億 3,408 万 9千円
介護保険特別会計 50億 9,245 万円
公共用地先行取得事業特別会計 3億 737 万 4千円
後期高齢者医療特別会計 10億 6,309 万 6千円
水道事業会計 28億 4,344 万 9千円
総額 455億 5,412 万 2千円

平成 27年度当初予算 設
の
整
備
な
ど
、
大
型
事
業
が
本

格
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

社
会
保
障
関
連
経
費
が
増
加
す
る

な
ど
、
非
常
に
厳
し
い
予
算
編
成

と
な
り
ま
し
た
。

　

市
長
に
就
任
し
て
半
年
が
過
ぎ
、

★ 防災対策　改定した「交野
市地域防災計画」を基に、
発災時に対応できる体制づ
くりに努めます。
★ 防犯対策　子どもの安全確
保のため、市内小学校の通学路に防犯カメラ
を設置します。

★ 相談業務　各種相談窓口をゆうゆうセン
ターに一元化したことにより、今後も市民
サービスの向上に努めます。

★ 産業振興　交野市産業振興基本計画の取り
組みとして、「交野ブランド」の認証を図りま
す。

地域社会部

★ 目標管理型評価制度　職員の能力開発と人
材育成の風土を醸成していきます。

★ マイナンバー制度　社会保障・
税番号制度（マイナンバー制
度）の導入に伴い、円滑な事務
が行えるようシステムの構築
を行います。

総務部

★ 政策・財政コントロール　新たに設置する
企画財政部においては、これまで以上に政
策・財政コントロールをすることで、「地方
版総合戦略の策定」「公共施設等総合管理計
画の策定」を進めるとともに、施設の老朽化
対策などの課題解決に向け、取り組んでい
きます。

企画財政部

★ コンビニ交付サービス　住民票などの各種
証明書の「コンビニ交付
サービス」を導入し、市民
の利便性を図ります。また、
マイナンバー制度の円滑な
サービス開始に向け、確実

な個人番号の付番・通知を行い、市民サービ
スの向上につながるよう、個人番号カードの

発行促進に努めます。
★ 国民健康保険　年々増大する医療費の抑制
と同時に、健全運営と医療費適正化に向け
ジェネリック医薬品の普及促進などの取り
組みを進めます。

★ 保険料の収納　適正な賦課・徴収を行い、引
き続き収納率の向上と国保財源の確保に努
めます。

市民部

★ 子ども・子育て施策　子ども・子育て支援
新制度の開始のもと、「交野市子ども・子育
て支援事業計画」を策定し、子育てのさまざ
まな施策を総合的に推進します。
★ 病児保育　新設される交野病院において、
27年度中の病児保育の開設に向け準備が進
められており、早期円滑な開設となるよう努
めます。

★ 幼児園の遊具入れ替え　27 年度は、くらや
ま幼児園の遊具入れ替えを含めた園庭整備
を実施します。

★ 健康づくり　市健康づくり計画により、健康
リーダーの養成や各種検診の受診率向上を
図るとともに、市民のライフステージごとの
「食」、「健康」への取り組みを充実し、健康促
進に努めます。

健やか部

★ 地域福祉　「第 3期交野市地域福祉計画」
の策定に取り組むとともに、4月から本格
的に開始する「生活困窮者自立支援事業」
の充実に努めます。
★ 高齢者福祉施策　「高齢者保健福祉計画及
び第 6期介護保険事業計画」が始まること
から、計画に基づき高齢社会の進展を見据
え、さらなる施策の推進に努めます。

福祉部
★ 環境基本計画　市民、事業者、行政がそれぞ
れの強みを生かし、環境基本計画の実現の
ために、低炭素社会の実現・持続可能な社
会づくりができるよう取り組みます。

★ 新ごみ処理施設整備　現在、施設計画地の
造成工事を実施しており、今後も引き続き
施設本体部分の建設工事を実施します。

環境部

27年度の主要な施策

施
政
⽅
針
の
思
い

交
野
の
魅
⼒
を

⽣
か
し
て

こ
の
間
、
懸
命
に
走
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
改
め
て
本
市
の
行
財

政
運
営
の
厳
し
さ
を
痛
感
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

就
任
当
初
に
掲
げ
た
「
教
育
」

「
子
育
て
」「
健
康
」「
環
境
」「
雇

用
」
の
重
点
課
題
は
、
自
然
豊
か

な
こ
の
地
、
交
野
に
お
い
て
教
育

環
境
が
整
っ
て
い
る
、
子
育
て
環

境
が
整
っ
て
い
る
、
健
康
に
暮
ら

し
て
い
け
る
環
境
が
あ
る
、
働
く

場
所
が
あ
る
と
い
う
課
題
で
す
。

　

こ
れ
ら
を
総
合
し
て
、
住
ん
で

み
た
い
と
思
い
、
こ
こ
で
子
ど
も

を
生
み
育
て
て
い
く
人
が
増
え
て

い
く
こ
と
、
こ
れ
は
ま
さ
に
国
の

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
長

期
ビ
ジ
ョ
ン
」
お
よ
び
「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

の
視
点
で
す
。
そ
う
し
た
ま
ち
の

実
現
に
向
け
て
、
国
・
府
と
連
携

し
な
が
ら
一
歩
ず
つ
進
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

未
来
の
交
野
の
姿
を
見
据
え

て
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
交
野
の

魅
力
や
優
位
性
を
最
大
限
に
生
か

し
な
が
ら
、
交
野
の
ま
ち
の
元
気

を
創
造
す
る
挑
戦
に
全
力
を
傾
注

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　

交
野
市
長　

黒
田　

実
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27年度の主要な施策

特集　27年度施政方針の要旨

★ 耐震化の促進　地震災害から
市民の生命・財産を守るため、
現行の民間木造住宅耐震補助
制度を耐震シェルターの設置
に対しても適用させ、幅広く
耐震化の促進が図られるよう取り組みます。
★ 道路整備の充実　道路橋梁長寿命化計画に
より補修事業を継続するとともに、路面性状

調査の結果に基づき、幹線道路などの舗装維
持補修事業を順次実施します。

★ 下水道事業　星田処理区の汚水を枚方・交
野汚水幹線に全量切り替えを行い、私市汚水
幹線の負担軽減を図ります。また、大雨やゲ
リラ豪雨による下水道管への雨水流入など
の不明水対策として、松塚公園内の地下に汚
水貯留槽を設置します。

★ 施設機能の維持　倉治小学校の校舎の一部
と第一中学校・第四中学校の体育館につい
て、非構造部材の耐震化を図ります。
★ 新学校給食センターの建設　本体工事に着

手しており、作業の安全面
にも考慮しつつ、スムーズ
な進捗となるよう取り組み
を図ります。

★  35 人以下学級　市独自に小学校 3・4年生
で 35人以下学級を実施しており、今後もき
め細かな指導を行い、これからの社会におい
て必要な「生きる力」などを養います。
★ 児童・生徒の支援　いじめ・不登校などの
課題に対応するため、臨床心理士などを活用
し、児童・生徒、保護者に対する組織的・計
画的な支援の推進に努めます。

★ 施設整備　施設利用者を犯罪から守るため
の抑止力として、いきいきランド交野の防犯
カメラの改修工事を行います。
★ 文化財保護　土地開発事業に伴う発掘調査
や、26年度に発行した私部城跡報告書に基
づき、史跡指定に向けて取り組みます。
★ 放課後児童会　倉治児童会の新規開設をは
じめ、入会児童数の拡大と開会時間を 15分

延長して新たなスタートを切ります。
★ 読書活動の推進　市内小・中学校の 3校を
対象に、蔵書整理や図書資
料のデータベース化を行い
ます。また、地域ボランティ
ア育成のための研修会を開
催して、学校図書館を支援
します。

★ 救急　高齢化社会の到来で、出動件数が過
去最高となりましたが、
市民のニーズに合わせた
円滑な救急活動を心掛け
ながら、救命率向上のた
め、AEDを使用した救命講習会を積極的に
開催し、応急手当普及活動を推進します。
★ 消防通信指令　枚方寝屋川消防組合と共同
運用を開始するとともに、救急重複出動や
中高層建物火災などの相互応援協定を強固
なものにし、消防広域のメリットを生かしな
がら、市民の安心・安全の向上を目ざします。

★ 給水事業　新ごみ処理施設および磐船地区
への新規給水に伴う、送・配水管の布設工
事を 28 年度の給水開始に向けて着手して
います。

★ 送・配水管の耐震化　「企業団受水管」の耐
震化を 30 年度の全線完成
に向け、順次取り組んでい
ます。さらに、既設の送・
配水管を重要幹線から耐震
化に取り組んでおり、今後
ともより安心・安全な水道
水の安定給水に努めます。

都市整備部

学校教育部

生涯学習推進部

消防本部 水道局
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